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学校法人 上宮学園 

 

Ⅰ.法人の概要 

 

1.建学の精神 

本学園の建学の精神は法然上人の理想を実現することにあり、したがってその指導原理は上人の仏教精

神にあることは言を俟たない。学園に関係するものは当然その本源を尋ねてひとえに法然上人に依るべきで、

本学園が法然上人を学校祖と仰ぐゆえんである。学園の歴史はわずか 130 年であるが、その 130 年に至

るまでの歴史は遥かに長いのである。 

法然上人の理想とするところは校歌『月影』にこめられている。 

「月影の いたらぬ里は なけれども 眺むる人の 心にぞ澄む」 

これは校祖法然上人の御作で、仏様の慈愛について述べておられるものである。仏の慈愛はさながら月光に

似て、人の世のすみずみまでを照らす。しかしながら、月明かりを良いものだと感じ取ることのできる人にだけ

月光の良さがわかるように、ああこれが仏の慈愛なのだ、と感じ取ることのできる人にだけ、慈悲の心は通じる。

仏恩とはそのようなもの、と説いておられる。本学園ではこの月影の歌を校歌にしており、卒業生は校名一つな

いこの歌を校歌としている母校に、限りない母校愛と誇りを感じ、巣立つのである。 

この精神を具現化するために定められたものが、校訓であり、学順である。 

校訓「正思明行」～正しく考え、明るく行動する～ 

   何気ない言葉のようだが、邪悪なことを考えていて、立派なことがやれるわけがない。小さなことにくよくよしてい

て、大事業が達成できるわけがない。要は心のもちかた。他者が見て、この人にはついて行けると思われるよう

な人物は、いつも考えていることが清く正しく、その言動もおのずと清明で、正々堂々としているものだ。生徒諸

君にそういう立派な人物になれという校祖の思いが、この四文字に込められている。 

また上宮には昔から「学順」と呼ぶ教訓が存在する。 

「一に掃除、二に勤行、三に学問」。この「掃除」はしばしば誤解されるのであるが、仏道ではもっと哲学的な意

味をもち、俗世を浄土のごとく掃き清め、もって俗念を断つ。『往生要集』にもある、穢土を厭い浄土を求める、

その心がけが第一で、つぎに己が身の力の限り努力して勉学に勤しめば、学問は自ずから身に備わり、その真

価を発揮するという意味である。 

以上のことはいずれも仏の叡智に根ざすものである。現代のようなコンピュータ万能の時代でも、いや、むし

ろ、このようなブラック・ボックスの伴うテクノロジーが人智を凌駕する時代に生きるからこそ、この叡智は大事な

のである。いたずらに俗世の成功を求めず、人間ほんらいの生き方と「知の真価」を求める。上宮学園では法

然上人のこの人道と仏の慈愛を 多くの若者に分け与えて、130 年の伝統を経てもなお脈々と受け継がれてい

る。 
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2.法人の沿革 

上宮高等学校は、明治 23 年（1890 年）浄土宗を母胎として創立された。以来 130 年以上の長い歴史

を刻み、幾多の卒業生を送り出してきた。大阪で最も古い学校のひとつとして、永い歴史の中で培われてきた

伝統を大切にし、きめの細かい教育を推進している。 

 明治 23 年（1890 年）大阪大教会支校を生玉大宝寺に開く 

 明治 34 年（1901 年）学制変更により修業年限 4 年を 5 年に変更 

 明治 39 年（1906 年）中学校と同等の認定 

 明治 45 年（1912 年）財団法人上宮中学校設立許可 

 昭和 4 年 （1929 年）鉄筋本館竣工 

 昭和 10 年（1935 年）定員 1250 名認可  鉄筋新校舎の建設案成る 

 昭和 14 年（1939 年）新校舎（現 2・3・4 号館）竣工 

 昭和 22 年（1947 年）新制上宮中学校発足 

 昭和 23 年（1948 年）新制上宮高等学校発足 

 昭和 26 年（1951 年）学校法人上宮学園へ組織変更認可 

 昭和 36 年（1961 年）校祖 750 年遠忌式 

 昭和 38 年（1963 年）高等学校志願者 5259 名に達す  5 号館竣工 

 昭和 42 年（1967 年）中学校の募集停止  太子町鉄骨校舎着工 

 昭和 44 年（1969 年）太子町校舎高 1 授業開始 

 昭和 49 年（1974 年）高 2 2 コース制実施 

 昭和 54 年（1979 年）太子町鉄筋校舎ならびに合宿所竣工式 

 昭和 56 年（1981 年）総合体育館竣工式  90 周年記念式 

 昭和 59 年（1984 年）上宮高等学校 6 号館竣工 

 昭和 60 年（1985 年）上宮中学校復活開校（於、太子町） 

           上宮中学校体育館竣工、太子町学舎体育館竣工 

 昭和 63 年（1988 年）上宮高等学校太子町学舎開設 

 平成 1 年 （1989 年）上宮高等学校太子町学舎校舎竣工 

 平成 2 年 （1990 年）創立 100 周年記念式典 

 平成 3 年 （1991 年）上宮高等学校太子町学舎が上宮太子高等学校として独立 

 平成 5 年 （1993 年）上宮中学校が上宮太子中学校へ変更 

上宮中学校開校（於、天王寺） 

           上宮高等学校硬式野球部選抜野球大会初優勝 

 平成 22 年（2010 年）上宮学園創立 120 周年記念式典 

 平成 23 年（2011 年）校祖 800 年大遠忌 

上宮中学校・高等学校、上宮太子中学校男女共学化 

 平成 24 年（2012 年）上宮太子高等学校男女共学化 

 平成 26 年（2014 年）上宮高等学校 3 年 平岡卓  

冬季オリンピックスノーボードハーフパイプ銅メダル受賞式典 

  平成 30 年（2018 年）上宮中学校と上宮太子中学校が合併し、上宮学園中学校へ校名変更 

令和 元年（2019 年） 南グランドに新校舎竣工 上宮学園中学校と上宮高等学校 新校舎へ移転 

令和 2 年（2020 年） 旧校舎解体 グランド竣工 

令和 4 年（2022 年）上宮学園中学校 2 年 平林花香 夏季デフリンピック水泳入賞 
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3．設置学校（所在地・コース等） 

ⅰ上宮高等学校 〒543-0037 大阪市天王寺区上之宮町 9 番 36 号 

全日制 普通科 パワーコース・英数コース・プレップコース 

ⅱ上宮太子高等学校 〒583-0995 大阪府南河内郡太子町太子 1053 

全日制 特進Ⅰ類（国公立大学）コース、特進Ⅱ類（難関私立大学）コース、総合進学（有名私立大学）コース 

ⅲ上宮学園中学校 〒543-0037 大阪市天王寺区上之宮町 9 番 36 号 

特進コース・G コース 

4．校地・校舎面積 

名  称 校地面積 ㎡ 校舎面積 ㎡ 

上宮学園中学校・上宮高等学校 25,557 25,503 

上宮太子高等学校 39,504 24,176 

合  計   65,061   49,679 

 

5．入学定員 

名  称 学則定員（各 3 学年合計） 

上宮高等学校 2,280 

上宮太子高等学校 840 

上宮学園中学校 360 

合  計 3,480 

 

6．生徒数・学級数  (令和 6 年 5 月 1 日現在) 

名  称 学年 生徒数 学級数 

上宮高等学校 

1 年 624 17 

2 年 655 18 

3 年 590 16 

上宮太子高等学校 

1 年 170 5 

2 年 154 5 

3 年 184 6 

上宮学園中学校 

1 年 138 4 

2 年 128 4 

3 年 100 3 

合計  2,743  78 
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7．役員・評議員 （令和 6 年 4 月 1 日現在） 

ⅰ役員（定員 理事：7 名、監事：2 名） 

理事 7 名（うち、理事長 1 名、理事 6 名）監事 2 名 

理事長 甲斐龍二（上宮学園長） 

理 事  水谷善仁（上宮学園中学校・上宮高等学校長）  

丸山佳秀（上宮太子高等学校長） 

原田和成（上宮学園法人事務局長）  

間野泰治（学識経験者 評議員の互選） 

川中光教（浄土宗代表役員 宗務総長） 

山北光彦（浄土宗大阪教区長） 

      監 事  木田眞敏・毛利虎之助 

ⅱ評議員 （定員 15 名 うち、理事兼任 7 名）  

金安克之（法人職員） 

松井保（法人職員） 

石井邦紀（法人職員） 

横倉廉幸（卒業生） 

神田眞晃（卒業生） 

甲斐龍二（上宮学園長）  

水谷善仁（上宮学園中学校・上宮高等学校長）  

丸山佳秀（上宮太子高等学校長） 

原田和成（上宮学園法人事務局長）  

川中光教（浄土宗代表役員 宗務総長） 

山北光彦（浄土宗大阪教区長） 

鈴木伯隆（浄土宗僧侶） 

間野泰治(上宮学園顧問弁護士) 

水谷川源昇（学識経験者） 

渕昭嘉（学識経験者） 

 

8．教職員（令和 6 年 5 月 1 日現在） 

 

教職員数 教諭 常勤講師 非常勤講師 事務職員 合計 

上宮高等学校 74 6 54 23 157 

上宮太子高等学校 28 4 28 9 69 

上宮学園中学校 18 5 11 2 36 

合計 120 15 93 34 262 
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Ⅱ.事業の概要  

浄土宗を母体とする本学園は、法然上人の仏教精神を教育の根底において、知育・徳育・体育のバランスのと

れた全人教育をおこない、慈悲の精神を育てることを目標とする。 

校訓「正思明行」の基、人間としてのあるべき生き方と真理を探究する正しい心の眼と思いを持ち、理想を求め

て主体的に行動できる生徒を育成するために、教授法の改善を推進し、より質の高い教育の実践をはかる。 

令和元年度に新校舎が完成し、新たな教育環境の整備を進める。 

保護者会、同窓会及び、教育振興協力会の支援・協力による ICT 環境の整備、リモート授業を活用してのコロナ

対応、デジタル採点等の業務の合理化などの取り組みを実施する。 

今後に向けても、その長い歴史にとらわれることなく、時代に応じた改革を遂行し、更なる精進努力を続けるとともに、

社会貢献できる人づくりを目指す次第である。 

1.法人 

令和 6 年度 第 1 回理事会・評議員会 

日 時 令和 6 年 5 月 28 日（火） 

会 場 評議員会：多目的室  理事会：本校応接 1  

議案第１号 令和 5 年度事業報告について 

議案第２号 令和 5 年度第２回補正予算（案）について 

議案第３号 令和 5 年度決算（案）について 

議案第４号 令和 6 年度予算（案）について 

議案第５号 令和 6 年度特待生について 

議案第６号 上宮学園中学校学則変更について（カリキュラム・学則定員） 

議案第７号 その他について 

 

令和 6 年度 第 2 回理事会・評議員会 

日  時 令和 6 年 12 月 18 日（水） 

会  場 評議員会：多目的室  理事会：本校応接 1  

議案第１号 令和 6 年度中間報告（財務面・教務面）について 

議案第２号 私学法改正による寄附行為変更について 

議案第３号 その他について 

 

令和 6 年度 第 3 回理事会・評議員会 

議案日時 令和 7 年 3 月 26 日（水） 

会  場 理事・評議員会：シェラトン都ホテル大阪 ３F「金剛の間」 

議案第１号 令和６年度補正予算（案）について 

議案第２号 令和 7 年度事業計画（案）について 

議案第３号 令和 7 年度当初予算（案）について 

議案第４号 上宮学園中学校・上宮高校・上宮太子高校近況報告について 

議案第５号 理事選任機関運営規定・評議員の選任及び解任規定・理事・評議員協議会運営規定

制定について 
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議案第６号 その他について 

 

 財務部管財係  
 令和 6 年度は南キャンパス及び北キャンパス各館の維持確保を中心に､既存設備の改修･交換等､補修工

事を実施致しました｡ 

また､太子高等学校校舎の外壁改修(4 期工事)を実施し､4 期に分けて計画致しました､太子高等学校校舎

外壁改修工事は､すべて完了致しました｡ 

 

1-北館各教室換気扇交換 3,080,000 円 

2-普通教室空調室内機洗浄作業      3,426,500 円 

3-濾過器濾材交換 2,178,000 円 

4-B 館防犯ｶﾒﾗ増設及び各所改修 726,000 円 

5-総合体育館地下ﾌﾟｰﾙ西側窓改修         401,500 円 

6-本館西階段･東階段 1 階･2 階腰壁設置    650,000 円 

7-太子校舎外壁外装ﾀｲﾙ補修工事(4 期工事) 20,020,000 円 

8-太子高校中庭床ﾀｲﾙ補修及び 2 階陸屋根防水強化工事 4,510,000 円 

合計金額    34,992,000 円 

 

2.上宮高等学校 

ⅰ.執行部関係 

【上宮学園中学校共】（令和 6 年度） 

校    長 水谷 善仁  中学教務部長 橘   誠 

高 校 教 頭 木戸 俊治  生活指導部長 米田 文昭 

高 校 教 頭 金安 克之  進路指導部長 三吉 宏和 

中 学 教 頭 國岡 博史  入試対策部長 北村 吉隆 

高校教務部長 西側 博基    

 

【基礎データ】 

生徒数（年初数） 

1 年生  624 名、17 クラス、クラス平均生徒数 36.7 名 

2 年生  655 名、18 クラス、クラス平均生徒数 36.4 名 

3 年生  590 名、16 クラス、クラス平均生徒数 36.9 名 

合計 1,907 名、51 クラス、男子 1,193 名、女子 714 名、比 63：37 

 

転退学者等 

1 年生 退学者 17 名、うち転学者 13 名  

2 年生 退学者 6 名、うち転学者 5 名 
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3 年生 退学者 3 名、うち転学者 3 名  

合計 退学者 26 名、うち転学者 21 名 

昨年度比 +3 名（1.13 倍）、全生徒数に対する割合は 1.4％（過去の全国平均 1.5％） 

 

退学者等 

1 年生 退学者 17 名(男子 9 名、女子 8 名)、うち転学者 13 名(男子 7 名、女子 6 名)  

2 年生 退学者 6 名(男子 3 名、女子 3 名)、うち転学者 5 名(男子 2 名、女子 3 名) 

3 年生 退学者 3 名(男子 3 名、女子 0 名)、うち転学者 3 名(男子 3 名、女子 0 名)  

合計 退学者 26 名(男子 15 名、女子 11 名)、うち転学者 21 名(男子 12 名、女子 9 名) 

昨年度比 +3 名（1.13 倍）、全生徒数に対する割合は 1.4％（過去の全国平均 1.5％） 

 

教員数 

合計 134 名 

専任教諭  60 名、常勤教諭 14 名、常勤講師 6 名、非常勤講師 40 名、派遣 14 名 

定年退職者 柴田明洋・島村昌彦・天野弘文・河島訓彦・伊地田龍也・米田浩三・福井良徳 

早期退職者 今西和美 

退 職 者 鈴木強志・畠山恭延 

 

【教務関係】 

新型コロナウイルス感染症による学校生活の制限も徐々に解除されており、コロナ禍前の学校生活を取り戻

している。行事については体育大会が昨年に続き 3 学年揃っての開催となり、保護者の観覧数も前年度よりも

増加した（文化祭は人の出入りが多いため制限を加えての開催）。授業においては、プロジェクターを活用、デ

ジタル教務システム（BLEND）を活用、教務関係の公簿もデジタル化されることとなった。今年度から高校生

全学年 iPad を活用することとなった。 

  

【修学旅行】 

昨年度は、11 月にオーストラリアのシドニーへの 3 泊 5 日の日程で実施し、614 名が参加した。天候にも

恵まれ、異国の自然や文化に触れる修学旅行となった。ファームステイ体験やシドニー市内の自主研修等、生

徒の満足度は高かったと思われる。昨年度に比べ、インフルエンザに罹患する者もなく、アレルギー生徒の対応

には苦慮したものの、大きな事故もなく実施することができた。  

【語学研修等】 

今年度は､以下の海外における語学研修等を実施､セブ島 16 名･ケアンズ 29 名の参加者があった｡ 

ケアンズ語学研修の参加者は昨年度より 11 名の増加であった｡ 

 

8 月 フィリピンセブ島語学研修 

3 月  オーストラリア・ケアンズ語学研修 

 

2.広報関係    

上宮高等学校 

① 学校説明会 
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入学希望者を対象に 9 月から 12 月にかけて､月に一度､計 4 回の説明会を実施している｡ここ 4 年間は コロ

ナ禍のため各回定員制にしている｡R6 年度は､1･2 回目は 1,400 名、3 回目は 1,500 名、4 回目は 1,600 名

定員制･完全予約制で実施｡どの回も約 600 組以上の参加があった｡全体の参加者組数は、4 回目の定員数も

増やしたこともあり 2,540 組から 2,582 組に増加した｡ 

 

○今後について 

･生徒が前面に出るような説明会も考えていっても良いのではないか｡ 

･保護者･卒業生の起用を考えてみるのも良いのではないか｡ 

  ･申し込み開始から数日で締め切りという状況になっていた｡もう少し収容できるように工夫が必要で 

はないかと考える｡ 

  

②塾対象説明会 

R6 年度も学校において実施した｡実施時期も実際に塾の先生方が､進路指導を始める 9 月(夏休み後の

五ツ木模試･駸々堂模試の結果が出る)に実施｡参加塾数は,147 塾であった(前年度は 205 塾)｡他校(大阪

夕陽丘学園など)と開催日が同一ということと､少子化により塾数が減少の一途をたどっており､参加塾も減少

してきていると思われる｡ 

学校実施は校舎を見ることができ好評であった｡ 

次年度以降もこの時期で良いのではないかと思われる｡ 

○今後について 

･保護者･卒業生の起用を考えてみるのも良いのではないか｡ 

･レジュメの字が小さい,メモを取るのに机や台がない等の要望が出ている｡取り入れることができることから取り

入れていきたい｡ 

･可能であるならば､卒業生に上宮の魅力を塾の先生方に話してもらうのも一つではないかと思う｡ 

 

③私学展 

毎年多数の来場者が見込まれる中で､上宮学園中学校･高等学校のブースを訪れる人数は共学になって増

加の一途をたどっている(特に高等学校)｡管理職･各分掌部長･サポートの先生方の応援をいただいたのと､1

組当たりの説明時間を 15 分と短縮し､少しは混乱も解消したかと思う｡両日の参加者は高等学校 344 組,中

学校 14 組であった｡(前年 高等学校 330 組,中学校 11 組) 

対応する先生方の人数が少ないので,整理券配布時間に並んでいただいても説明を聞くことができない方

が居られるため,今後何とかして先生方の人数を増やすことができるようにしていきたい｡ 

 

④特筆すべき点 

高校入試も決して楽観視できない状況である｡共学とアクセスと大学への推薦の数と制服とに助けられて集

まっているといっても過言ではない｡志願者数全体では前年よりも 99 名減少,専願志願者 47 名増加,併願志

願者 146 名減少している｡大阪府,奈良県の内訳をみてみると,大阪府では総志願者数減少,専願志願者増加

している｡奈良県では総志願者数減少,専願志願者微増している｡これは,大阪府,奈良県の私立高校等授業料

上宮高等学校 入試説明会参加者（組）
第1回  第2回 第3回 第4回 合計

2024年度 628 646 617 649 2540
2025年度 626 625 651 680 2582
前年比 -2 -21 34 31 42
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無償化制度の影響かと思われる｡私学の無償化に伴い私学の設備の良さやフォローの手厚さで､最初から公

立よりも私学を考える家庭が増えたと思われる｡併願の志願者数が昨年度と比べ 1 割ほど減少しており併願

志願者の歩留まりも非常に悪かった｡一昨年度までの歩留まりを見ると年により若干の違いはあるが,パワーコ

ース約 10%から約 12%,英数コース約 11%から約 13%,プレップコース約 12%から約 15%であるのが,昨

年は,パワーコース 7.6%,英数コース 9.6%,プレップコース 9.3%となり､今年度はパワーコース 7.0%,英数

コース 6.3%,プレップコース 8.1%となった｡やはり私学無償化により専願で受験する生徒が増え併願の受験

生が減っているうえ､公立高校で定員割れを起こす学校も増えており歩留まりは悪かった｡ 

併願での戻りが見込めなくなってきているので今後さらに専願志願者を増やす方策(例えば出前授業,特待

生制度の充実･資格取得における読み替え制度あるいは加点制度等)を検討する必要もあるが､大学進学実

績を見てその実績が高い学校が選ばれる傾向にあるので､大学進学実績を上げることが急務である｡ 

今年度から,以前実施していた管理職との本部への挨拶回りを実施した｡ 

 

⑤入試関係 

中学校への実力テストの基準は,すべてのコース，専願･併願とも昨年と変更していない｡また,五ツ木書房の模

擬試験においても,一番受験生が多い第 6 回(11 月実施)で上宮高等学校を志望校に入れている生徒が,専願

285 名,併願 865 名,合計 1,150 名(前年,専願 331 名,併願 915 名,合計 1,246 名)合計では 96 名の減少

が見られた｡ 

  その結果 2025 年度入試においては､受験者が昨年より 89 名減少した｡ 

  ここ数年の受験者を見てみると 2019 年度入試では 2,200 名以上受験していたが,じりじりと減少してきている｡

全般的な少子化の影響もあるが,受験生(特に専願希望者)を増加させる方策を考えなければならない｡ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ⅲ.進路関係 

1.大学等進学状況の概況 

令和 5 年度卒業生(共学 11 期生)は 646 名(昨年度 625 名)｡学年全体の現役合格率(大学･短期大学･

専門学校合格)は 94.0%(昨年 96.8%､一昨年 94.9%)でここ数年 95%前後を推移している｡ 

上宮高等学校 入試結果
志願者（名）

専願 併願 合計
2024年度 430 1447 1877
2025年度 477 1301 1778
前年比 47 -146 -99

合格者（名）
専願 併願 合計

2024年度 409 1381 1790
2025年度 456 1214 1670
前年比 47 -166 121

入学者（名）
専願 併願 合計

2024年度 409 126 535
2025年度 456 88 544
前年比 47 -38 9
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2.令和 6 年度入学入試を取り巻く環境について 

1)2021 年度入試より大学入試改革による大学入試区分の名称変更が行われ､これら名称も定着してき

ている｡ 

       ①AO 入試 ⇒ 総合型選抜 

②推薦入試 ⇒ 学校推薦型選抜(スポーツ推薦入試･連携指定校制推薦入試･公募制推薦入試) 

③一般入試 ⇒ 一般選抜 

④｢評定平均値｣⇒｢学習成績の状況｣に呼称変更 

2)新型コロナウイルスの 5 類移行の大学入試などへの影響等｡   

①昨年に続き､年内入試(推薦入試)の志願者増で高止まり｡ 

②本校では｢連携･指定校制推薦入試｣での出願が 50%台から約 40%に減少｡ 

  3)18 歳人口が減少するなか､私立大学では､｢補欠からの繰り上げ合格｣および｢追加合格｣の増加を抑える

ため､合格者数を増加させ全体的に易化｡結果的に､本校の私立大学合格者も維持または増加した｡ 

(4 の 2 参照) 

例:｢関西大学｣:複数回の繰り上げ合格を発表｡ 

2/29 に第 1 回目 437 人､3/24 に第 2 回目 86 人の繰り上げ合格発表 

(昨年 2/27 731 人､3/25 160 人､一昨年 2/27 1350 人､3/25 20 人)  

｢近畿大学｣:複数回の繰り上げ合格･追加合格を発表 

2/24 に第 1 回目 195 人､3/19 に第 2 回目 0 人の繰り上げ合格発表  

        (昨年 2/24  258 人､3/18 60 人､一昨年 2/24 706 人､3/19 372 人) 

等､｢補欠からの繰り上げ合格｣｢追加合格｣が昨年に続き減少傾向にある｡ 

3.本校の令和 5 年度卒業生の最終の進学先の状況 

令和 5 年度卒業生の最終進学等状況 

卒業生 4 年制大学 短期大学 専門学校 就職 その他* 

646 559 6 22 1 58 

割合 86.5% 0.9%   3.4% 0.2% 9.0% 

*｢就職者｣内訳:公務員 

*｢その他｣は進学準備･留学準備等(大学等に合格したが入学しなかった生徒も含む) 

令和 4 年度卒業生の最終進学等状況 

卒業生 4 年制大学 短期大学 専門学校 就職 その他* 

625 569 6 27 3 20 

割合 91.0% 1.0% 4.3% 0.5% 3.2% 

*｢就職者｣内訳:公務員(2)､一般企業 

*｢その他｣は進学準備･留学準備等(大学等に合格したが入学しなかった生徒も含む) 
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4.大学別合格者について 

1)国公立大学合格者 30 名(昨年度 28 名) *現役･過年度生を合わせた大学別実人数 

【令和 3 年度～令和 5 年度の国公立大学合格状況 過年度比較】 

 ①国立大 15 名(うち現役 15 名) ②公立大 15 名(うち現役 13 名) 

2)私立 5 年制大学 大学別合格者実人数 824 名(うち現役 790 名)卒業生 646 名 

*( 昨年度 839 名 うち現役 785 名)卒業生 625 名 

*(一昨年度 715 名 うち現役 662 名)卒業生 549 名 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

国公立大学合格者 

令和 5 年度 令和 4 年度 令和 3 年度 

(卒業生数 646 名) (卒業生数 625 名) (卒業生数 549 名) 

順

位 大学名 人数 
順

位 
大学名 人数 

順

位 
大学名 人数 

1 大阪公立大 5 1 和歌山大 4 1 和歌山大 7 

2 和歌山大 4  大阪教育大 4 2 大阪公立大 5 

3 大阪教育大 3 3 大阪公立大 3 3 神戸大 2 

4 京都府立大 2 4 神戸大 2  和歌山大県立医大 2 

 神戸市立外国語大 2  鳥取大 2  徳島大 2 

 奈良県立大 2  神戸市立外国語大 2 6 大阪大 1 

 愛媛大 2 7 京都工芸繊維大 1  京都教育大 1 

 高知工科大 2  奈良教育大 1  大阪教育大 1 

9 神戸大 1  奈良県立医大 1  奈良教育大 1 

 奈良教育大 等 1  奈良県立大 等 1  奈良県立医大 等 1 

 合計実人数 30  合計実人数 28  合計実人数 30 

 うち現役実人数 28  うち現役実人数 22  うち現役実人数 26 

国公立型クラス現役生数 128 国公立型クラス現役生数 120 国公立型クラス現役生数 126 
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【令和 3 年度～令和 5 年度の私立大学現役合格者 Best20 過年度比較】 

私立大学現役合格者 *現役生のみの大学別合格実人数で比較 

令和 5 年度 令和 4 年度 令和 3 年度 

卒業生数 646 名 卒業生数 625 名 卒業生数 549 名 

1 近畿大 111  1 近畿大 99  1 近畿大 75  

2 龍谷大 68 2 龍谷大 70 2 摂南大 63 

3 関西大 61 3 関西大 62 3 龍谷大 53 

4 摂南大 51 4 摂南大 51 4 関西大 51 

5 京都産業大 31 5 追手門学院大 48 5 大阪工大 32 

6 追手門学院大 30 6 桃山学院大 29  追手門学院大 32 

7 大阪工大 28 7 大阪経大 25 7 桃山学院大 22 

8 大阪経大 27 8 同志社大 23 8 同志社大 20 

 武庫川女子大 27  武庫川女子大 23 9 武庫川女子大 18 

10 桃山学院大 26 10 関西外大 21 10 甲南大 16 

11 同志社大 20 11 大阪工大 20 11 京都産業大 15 

12 大阪電気通信大 19 12 京都産業大 18 11 畿央大 15 

12 関西外大 19 13 立命館大 17 13 大阪電気通信大 14 

12 関西学院大 19 14 関西学院大 16 14 大和大 12 

15 同志社女子大 18 15 大和大 14 15 大阪経大 11 

16 甲南大 17  畿央大 14  関西外大 11 

17 大和大 16  神戸学院大 14 17 立命館大 10 

18 立命館大 14 18 同志社女子大 13  京都女子大 10 

19 畿央大 13  甲南大 13 19 関西学院大 9 

20 神戸女学院大 10 20 京都女子大等 11 20 同志社女子大等 8 

 合計実人数 790  合計実人数 785  合計実人数 662 

 卒業生数 625  卒業生数 625  卒業生数 549 
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参考:プレップ･6 ヵ年プレップの連携･指定校制推薦入試｢被推薦者｣数の推移 

年度 共学 
合

計 
% 文系 % 理系 % 

R5 11 期 193 39.6 119 36.5 74 45.7 

R4 10 期 203 42.1 149 37.5 54 63.5 

R3 9 期 213 53.1 130 52.2 83 54.6 

R2 8 期 229 50.2 151 50.2 78 50.3 

H31 7 期 180 35.9 138 36.0 42 35.6 

H30 6 期 193 39.3 137 40.2 56 37.3 

H29 5 期 154 30.3     

H28 4 期 126 24.6     

H27 3 期 157 28.9     

H26 2 期 160 32.4     

H25 1 期 204 29.8     

*%はプレッフﾟ･6 ヵ年プレップの合計在籍人数に対する割合｡ 

 

3)私立短期大学合格者 10 名(うち現役 9 名) 

私立短期大学合格者 *合格者であり進学者ではない 

令和 5 年度 令和 4 年度 令和 3 年度 

10 11 17 

うち現役 9 11 15 

 

 

4)専門学校合格者 23 名(うち現役 22 名) 

専門学校合格者 *合格者であり進学者ではない 

令和 5 年度 令和 4 年度 令和 3 年度 

23 30 22 

うち現役 22 28 20 

 

5.進学･勉学に関する進路指導部の主な事業報告 

 *本年度も､一部の事業で｢新型コロナウイルス｣の影響が残った｡  

1)①河合塾｢全統模試｣は､公開会場での受験が出来るようになったが､公開会場と校内実施では受験料が大きく

異なる等の理由により､一部の実施回を国公立コース担当者によって校内での実施となった｡ 

      ②主な連携大学の指定校制推薦入試の｢夏期必修プログラム」が昨年同様､中止となった｡また一部の大学は

オンラインで実施した｡ 

③高校各学年の｢進路オリエンテーション｣｢進路説明会｣等は全クラス講堂での実施に戻った｡ 
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2)卒業生執筆による｢合格体験記―後輩につなぐ言葉―｣を発刊｡高 1･高 2･高 3 生の進路 HR 等の教材として

活用した｡ 

3)放課後の学習支援事業｢U ゼミ」が開講 10 年目となった｡本年度は､1 年を通じて予定通り実施した｡本年度は､

コロナ関連の出席停止は減少したが、インフルエンザ等による出席停止が増加し､受講できなかった講座の受

講料は返金による対応となった｡ 

4)U ゼミの「英検合格講座」は本年度より、「予備校トフルゼミナール大阪校」に講師派遣及び教材を委託し､中 1

から高 3 までの希望者を対象として､土曜日放課後に 3 期に分けて開講した｡ 

5)「オンライン英会話」は事業者を「（株）ノバホールディングス」に変更し 3 年目となった｡  

中 1 から高 3 までの希望者を対象として､前期 26 名､中期 13 名､後期 7 名の生徒が受講した｡ 

次年度の改善にむけ､受講料の見直し､サービスの向上を事業者に申し入れた｡  

6)｢夏期講座｣は前期 7/26～29､後期 7/31～8/3 で実施した｡高校生を対象に前･後期合わせて 

約 120 講座を開講し､520 名の生徒が受講した｡ 

7)｢連携･指定校制推薦入試｣に合格の高 3 生徒に､本年度は以下のプログラムを実施した｡ 

①｢連携大学の先生による入学前特別講義｣ 

連携協定を締結している甲南大学経済学部の教授 2 名による｢大学での学びについての講義｣と｢レポート

の書き方の実践演習と添削指導｣を 2 日間(午前中)で実施した｡ 

②｢Global Studies Program｣ 

昨年度より名称を「エンパワーメントプログラム」から「グローバルスタディーズプログラム」と変更し実施し

た｡本年度は令和 6 年 2 月に A グループ 13 日～15 日､B グループ 19 日～21 日の日程で実施｡参加

生徒 202 名を A グループ 102 名､B グループ 100 名に分け､更にその中で会場を 2 か所に分けた。Ａグ

ループ 12 ヵ国 17 名、Ｂグループ 12 ヵ国 17 名の国際学生と､外国人ファシリテーター2 名が来校して､

本校生徒の指導にあたった｡ 

   8)｢進路ガイダンス｣ 

本年度より､高校 2 年生を対象に実施した｡36 大学の担当者に本校へ来校いただき､各大学の特徴と入試制

度について説明を行ってもらい､生徒は､36 校から 3 校を選び受講した｡ 

尚､次年度は､高 2 に加え高 1 も対象に実施予定｡ 

  

3.上宮学園中学校 

【基本データ】 

生徒数(年初数) 

1 年生  128 名､4 クラス、クラス 平均生徒数 32.0 名 

2 年生  138 名､4 クラス、クラス 平均生徒数 34.5 名 

3 年生  119 名､4 クラス、クラス 平均生徒数 29.7 名 

合計 385 名､12 クラス､男子 247 名､女子 138 名､男女比 64:36 

転退学者等 

1 年生 転学者 0 名(男子 0 名､女子 0 名) 

2 年生 転学者 9 名(男子 7 名､女子 2 名) 
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3 年生 転学者 2 名(男子 2 名､女子 0 名)  

合  計 転学者 11 名(男子 9 名､女子 2 名) 

昨年度比  +1 名 ※全生徒に対する割合 3.0%  

転入者 0 名 

教員数 

合計 34 名 

専任教諭(教頭含む)11 名､常勤教諭 7 名､常勤講師 5 名､非常勤講師 9 名､派遣講師 2 名 

早期退職者  辻 章夫   計 1 名 

 

ⅰ広報 

① 上宮学園中学校 

学校説明会 

入学希望者を対象に 9 月から月に一度 11 月まで合計 4 回学校説明会を実施している｡説明会のスタイルは高校

とほぼ変わらないが､教務部長と相談して少しスタイルを変え､在校生徒にインタビュー形式で学校の特徴や授業

の様子を伝えてもらったり､制服のバリエーションを生徒に着用してもらいファッションショー形式で講堂内を歩いて

もらったりと工夫をしていただいた｡2022 年度入試から公開授業見学会に代わり,学校見学会を 2 回実施した。プ

レテストも 2 回実施している｡その結果,2024 年度入試の説明会参加組数は 1538 組(説明会 523 組,校内見学

会 96 組,一般学力プレテスト 531 組,適性検査プレテスト 373 組)であったが、2025 年度入試は 1,462 組(説

明会 486 組,校内見学会 93 組,一般学力プレテスト 482 組,適性検査プレテスト 372 組)と減少した｡プレテスト

の適性検査の受検者増加においては,開成教育セミナー様への校舎貸し出しの好影響かと考える｡ 

○今後について 

･生徒が前面に出るような説明会も考えていっても良いのではないか｡ 

･保護者･卒業生の起用を考えてみるのも良いのではないか｡ 

 

② 塾対象説明会 

高校と内容は同じ 

 

③ 私学展 

高校と内容は同じ 

 

④ 中学校フェア 

 4/23(日)に 10:00～16:30 で実施｡ 

 66 組の相談があった｡ 

 

上宮学園中学校 授業見学会・学校説明会参加者（組数）

入試説明会  校内見学会  一般学力型プレ 適性検査型プレ
2024年度 523 96 531 373
2025年度 486 93 482 372
前年比 -37 -6 -49 -1
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　　　1,538組      



 

 

⑤特筆すべき点 

25 年度入試で大阪府の受験者数が高校の無償化の影響を受け､前年度より 500 人増加しているにもかかわら

ず､上宮学園中学校受験者数は前年と比べて 1 次午前が 119 名➡85 名(-34 名),1 次午後が 173 名➡155

名(-18 名),2 次が 142 名➡145 名(+3 名)と 1 次入試で減少している｡ 

 特にほとんどの学校が入学試験を実施する初日午前入試の受験者数が減っているところを見ると､上宮学園中学

校を第一志望としている児童が減少しているということなので､上宮学園中学校を 1 番と考えてもらえる受験者を

増やす必要がある｡中学入試は保護者が児童の志望校を決めることが多いため､受験生保護者にアピールできる

ような特色づくりを学校として取り組んでいく必要がある｡ 

上宮学園中学校の立ち位置はレベル的に言えば特進で偏差値 50 ほど､G コースで 45 と言っているが､偏差値が

50 あるならば､明星･清風･大阪女学院に十分合格できる(40 台でも合格する可能性は高くなっている)｡その結果､

大阪府内の私立中学校の半分以上の学校が定員を満たせなくなった｡児童急減期に現在の生徒数を確保できる

ように,その方法を考える必要もあると思う｡(関東圏では英語入試プログラミング入試,ものづくり入試,ICT 思考力

入試,多面的入試･資格取得における読み替え制度あるいは加点制度等々実施されている｡) 

 

入試関係 

入試方法においては,一般学力型入試では午後入試以外特進コース･G コースとも入試教科数は,2 教科･3 教科･

4 教科｡午後入試では 2 教科｡適性検査型入試では 2 教科｡自己アピール型では基礎学力考査,作文,面接で入

試を実施した｡ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

中学入試においては全体で 

全体で約 40 名の志願者が減少した｡特に前述したように 1 次午前の志願者数が 31 名と大きく減少した｡上

宮学園中学校を第一志望としてもらえるような特色づくりが急務である｡そのためにも大学合格実績を上げるこ

上宮学園中学校 入試結果
志願者（名）

1次一般学力型午前1次一般学力型午後1次適性検査型 2次一般学力型 自己アピール型
2024年度 122 176 95 161 0
2025年度 91 158 106 159 2
前年比 -31 -18 11 -2 2

合格者（名）
1次一般学力型午前1次一般学力型午後1次適性検査型 2次一般学力型 自己アピール型

2024年度 113 139 86 118 0
2025年度 74 143 90 122 1
前年比 -39 4 4 4 1

入学者（名）
1次一般学力型午前1次一般学力型午後1次適性検査型 2次一般学力型 自己アピール型

2024年度 97 19 9 13 0
2025年度 66 35 12 14 1
前年比 -31 16 4 4 1
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とが必要である｡しかし､入学者は昨年度と比べて 10 名しか減少しなかった｡今年度は近大付属中学校を併願

した生徒が入学している割合が多く､調べてみると近大付属中は前期入試で志願者数が前年度比+50 パーセ

ントとなっており入試が難化したと思われ､昨年度までなら合格できる成績ラインの生徒が今年度は不合格にな

り併願校の上宮学園中学校に流れたものと思われる｡ 

今年度も適性検査型受験の入学生が増えており開成教育セミナー様への校舎貸し出しの好影響かと考える｡ 

 

ⅱ.教務関係  

(1)学校評価の総括から ( )内は自己評価 

① 生徒と保護者への情報伝達の迅速化 (B) 

② 学校行事の見直しと改善 (A) 

③ 学習評価の明確化 (B) 

④ カリキュラムの検討 (C) 

⑤ 備品や必要書類の整理･整頓 (B) 

 

(2)祖山参拝､芸術鑑賞 

① 祖山参拝は中学 1 年生が実施(4 月) 

② 芸術鑑賞については､全学年が｢ロミオとジュリエット｣を梅田芸術劇場にて鑑賞(7 月) 

(3)中 3 国内研修旅行  

今年度は北海道で実施(10 月) 

(4)スキー実習 

中 1､中 2 の全員が､志賀高原スキー場にて 3 泊 4 日で実施(2 月) 

(5)体育大会 

     エディオンアリーナにて全学年そろって実施(11 月) 

(6)上記以外の行事(各学年主導の校外学習 

1 年:『大阪城公園』を見学(5 月) 

『天王寺動物園』を見学(10 月) 

球技大会を実施(12 月) 

『国際交流型まちなかロゲイニング』実施(3 月) 

 

2 年:『キッザニア甲子園(西宮市)』(6 月) 

  思春期教室をクラス別で実施(6 月と 7 月) 

『琵琶湖博物館』を見学(10 月) 

『人と防災未来センター』を見学 

3 年:イングリッシュ・インテンシブ・プログラムをコース別で実施(7 月) 

『グローバル体験』(ECC 英語学院)をクラス別で実施(9 月) 

富士通 SDGs プログラムを実施(12 月) 

『ひらかたパーク』(大阪府)での校外自由研修実施｡(3 月) 
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ⅲ.課外活動関係(全国大会以上を記載)  

 

◎卓球部 

･第 55 回 全国中学校卓球大会            団体戦      出場 

                                       シングル     2 名出場 

･全日本卓球選手権大会                  カデットの部  2 名出場 

                                      ダブルス      ベスト 8 

                                      ジュニアの部  1 名出場 

 ◎柔道部 

･第 55 回 全国中学校柔道大会出場        団体戦    出場 

                                        個人戦    優勝(73k 級) 

◎弓道部 

      ･第 21 回全国中学生弓道大会             個人戦     1 名出場 

        (JOC ジュニアオリンピック大会)   

     ◎フェンシング部 

･第 10 回全国中学生フェンシング選手権大会  個人戦    1 名出場 

〇総括 

今年度も昨年度に引き続き､募集人数を超える(128 名)新入生の入学があった｡しかし､昨年まで順調に

女子生徒の人数は増加していたが､残念ながら今年度は女子の比率が約 29%に留まり､昨年の約 41%を下

回ってしまったのは残念であった｡今後は女子生徒が増え安心して出願し入学してくれる学園を目指していき

たい｡ 

保護者説明会は予定通り実施できた｡授業参観に関しては､教室のスペース的な問題もあり､保護者全員

が教室には入れず､教室内と廊下から眺める状態であった｡しかし､保護者からは好評で､ぜひ次回も続けて

実施したいと思っている｡ 

昨年に続いて国内研修旅行(北海道)や 1･2 年合同スキー実習､芸術鑑賞､そして祖山参拝を実施すること

ができた｡これらを実施することで､中学 1 年生から少しずつ『上宮』に慣れ､より良い学校生活を送ってもらえ

たのではと思っている｡ 

学習面においては､英語暗唱大会､ネイティブによる授業､年 3 回の英検校内実施など､英語能力向上の 

ためのプログラムを工夫し実施した｡徐々にではあるが成績面で効果が現れてきていると感じている｡ 

現在､3 学年共､毎日の朝の小テストと小テスト不合格者の居残り補習を実施している｡今後は朝の小テスト

だけでなく､更なる学力向上を目指し､講習を取り入れることが必要と感じている｡先ずは 1 年生から実施に向

けて動いていきたい｡ 
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